
⻄江⼤学韓国語教育院
COVID-19に関するマニュアル

登校する際、KF80以上のマスクを着⽤してください。
学校内でマスクの着⽤は必須です。

COVID-19の予防するための基準

□ 登校前
▪保健所から⾃⼰隔離の通知をもらった場合、登校禁⽌

 -⼀緒に住んでいる⼈のうち、⾃⼰隔離をしている場合、その⼈の⾃⼰隔離が解除されるま
で登校禁⽌（ワクチン接種完了者は登校可能）

▪COVID-19の症状がある場合、診療所に訪問し検査を受けることが必要

□ 登校後
▪1次体温測定結果、37.5度以上である場合、建物の⼊り⼝で学校の職員の指⽰に従ってくだ

さい。（⾏政室にも連絡してください）
▪COVID-19症状の疑いがある場合、診療所に訪問し、検査を受けてください。

□ 授業中
▪講義室では指定座席制を運営（出席チェック）、授業前後⼿消毒剤を使⽤

▪教室では室内の通気をする（1時間ごとに）

- 冷房・暖房機を使⽤する際にも通気実施

▪講義室内で⾷べ物、飲み物は禁⽌

▪発熱検査以外に、授業が始まる前、先⽣の質問を通じてCOVID-10症状の有無確認

 
▪ 主なCOVID-19の症状

-発熱（37.5度以上）、咳、呼吸混乱、寒気、筋⾁痛、頭痛、院交通、嗅覚・
味覚脱失

□ 下校後
▪感染の危険がある施設は訪問しないようにしてください。（クラブ、BAR、⼤規模の⾏事）



Ⅰ  COVID－19感染の確診/疑いがある患者が発⽣した場合

□学⽣・先⽣がCOVID-19の症状があり、診療所で検査を受け、確診または
 ⾃⼰隔離をすることになる場合、すぐ先⽣あるいは⾏政室にお知らせください。
□確診である場合、保健所から隔離解除になるまで登校が禁じられます。

Ⅱ  ⾮常連絡先

□COVID-19に関する連絡は以下のようになるので、個⼈情報を更新してくださ
い。

学⽣ ↔ 先⽣ ↔ ⾏政室 ↔ 管理者/調査官 ↔ ⼤学担当者

Ⅲ  確診者発⽣後、措置事項

区分 1⽇ 2⽇ 3⽇ ４⽇

確診者 すぐ報告 / 下校 / 疾病管理庁の指針によって治療 → 完治するまで

確診者
がいる
教室

すぐ報告
全員下校 / 全員PCR検査(対象︓担任先⽣基準⼆つの教室)

⾮対⾯
（オンライン）

授業進⾏

⾮対⾯
（オンライン）

授業進⾏

対⾯授業進⾏
（全員、PCR検査結果がネ
ガティブである場合
但し、ワクチン未接種者は
1次ネガティブ、2次ネガ
ティブである場合授業参席
可能＊1次検査3⽇後、検査でネ
ガティブである場合出席可
能です。）

▪⽉曜⽇確診者発⽣した場合 : ⽉、⽕、⽔３⽇間オンライン授業進⾏
▪⾦曜⽇確診者発⽣した場合　⾦、⼟、⽇が過ぎた以後、来週⽉から授業進⾏

⼀般
教室 対⾯授業進⾏（確診者の動線によって防疫活動）

密接
接触者

動線を確認した後、密接接触者がいる
場合下校した後、PCR検査を実施 検査の結果がネガティブである場合、授業参席

※1. 確診者の治療による⽋席は出席扱いとなります。

      2. 密接接触者のCOVID-19の件さによる⽋席は出席扱いとなります。


